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『
新
年
の
ご
挨
拶
』

千
葉
市
長
　
神
　
谷
　
俊
　
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
千

葉
市
の
障
害
者
福
祉
の
充

実
・
向
上
の
た
め
、
各
分
野

に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
を

展
開
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
、
経
済

活
動
や
人
と
の
つ
な
が
り
の

あ
り
方
の
大
き
な
変
化
に
ご

対
応
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
東
京
2

0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を

契
機
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
推

進
し
、
多
様
性
に
対
応
す
る

共
生
社
会
の
実
現
と
千
葉
市

の
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
大
学
・

企
業
・
団
体
・
市
民
の
知
恵

を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
3
年
度
か
ら

の
3
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
5
次
千
葉
市
障
害
者

計
画
」
、
「
第
6
期
千
葉
市
障

害
福
祉
計
画
」
、
「
第
2
期

千
葉
市
障
害
児
福
祉
計
画
」

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
更
な

る
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
障
害
者
が
、

よ
り
良
い
生
活
を
求
め
る
努

力
が
で
き
、
必
要
な
支
援
が

多
様
な
地
域
の
担
い
手
に
よ

り
提
供
さ
れ
る
共
生
社
会
の

実
現
」
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
、
本
市
が
平
成
4
年

に
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し

て
3
0
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
、
本

市
が
輝
き
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す。
結
び
に
、
貴
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈

念
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す。

令
和
4
年
　
元
旦
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『
新
年
の
ご
挨
拶
』

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
　
会
長
　
高
山
功
一

会
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
の
始

め
を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎
え

ら
れ
ま
し
た
お
慶
び
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
は
か
ら
ず
も
体
調

を
く
ず
さ
れ
て
い
る
方
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
さ
れ
1

日
も
早
い
回
復
を
お
祈
り
し

ます。さ
て
、
昨
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
無
観
客
で
開
催
、
日
本

選
手
の
活
躍
に
テ
レ
ビ
の
前

に
陣
取
り
一
喜
一
憂
さ
れ
た

り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

こ
の
様
な
重
度
障
害
が
有
り

な
が
ら
普
通
で
は
考
え
ら
れ

な
い
工
夫
を
し
て
競
技
に
挑

戦
し
、
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
右

上
腕
切
断
の
高
山
も
目
か
ら

ウ
ロ
コ
、
出
場
さ
れ
た
ア
ス

リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
全
て
が
金

メ
ダ
リ
ス
ト
に
認
定
し
て
ほ

しい。又
、
今
大
会
が
『
終
わ
っ

た
』
・
『
良
か
っ
た
ね
』
で
終

わ
り
に
せ
ず
に
今
後
の
障
害

者
理
解
促
進
の
ス
タ
ー
ト
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
が
始
ま
り
も
う
す

ぐ
2
年
、
買
い
物
・
外
食
・

旅
行
・
イ
ベ
ン
ト
等
制
約
の

中
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。
色

々
工
夫
を
し
体
力
を
つ
け
も

う
少
し
の
間
頑
張
り
ま
し
ょ

う
、
エ
イ
・
エ
イ
・
オ
ー
。

一
方
、
会
員
は
勿
論
、
役

員
も
高
齢
化
す
る
な
か
、
仲

間
の
為
、
地
区
、
福
祉
会
の

為
頑
張
っ
た
林
四
郎
理
事
が

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
賞
を
、
砂
原
時
男
理
事
が

厚
生
労
働
大
臣
厚
生
援
護
功

労
賞
を
受
賞
、
コ
ロ
ナ
禍
で

表
彰
式
に
出
席
出
来
ず
、
こ

の
為
高
山
が
預
か
り
1
2
月
1
8

日
、
年
末
評
議
員
会
の
席
で

代
読
で
授
与
さ
せ
て
頂
き
、

拍
手
で
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
進
化
中
で

す
が
1
日
も
早
く
治
ま
り
対

面
行
事
が
出
来
ま
す
事
を
祈

り
『
ト
ラ
年
』
の
年
頭
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

結
審
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

顧
問三

　
瓶
　
輝
　
枝

会
長高

　
山
　
功
一

副
会
長

小
　
嶋

小
　
倉

平
　
本

総
務
委
員
長

高
　
山
　
功
一

総
轄
委
員
長

平
　
本
　
広
　
志

財
務
委
員
長

小
　
倉
　
春
　
夫

体
育
委
員
長

小
　
鴨
　
勇
　
明

旅
行
委
員
長

砂
　
原
　
時
　
男

広
報
委
員
長

飛
　
鴫
　
信
　
行

（
会
計
監
事
〉

佐
久
間

田
　
丸

（理事）
◎
花
見
川
区

石
　
川

◎
稲
毛
区

江
　
口

木
　
村

片
　
岡

◎
中
央
区

卯
　
田

松
　
岡

永
　
井

⑥
若
葉
区

宇
　
山

馬
　
脚

高
　
田

束

栄
　
子巌

ユ
ミ
子

山
　
訓

孝
　
子

多
喜
子

政
　
枝

和
　
男

み
つ
え

有
　
利

茂
　
昭

（評議員〉

◎
花
見
川
区

熊
　
野
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しかと討　防う第早　様
てりな“今止以に2コ
いとり決年対前慣年ロ

ま定度策のれ経ナ
さもを生つ過ウ

しイ
ま

うか様“し式

継“に
続猛も
し威皆
てを様

りし返の　感振“
出つし検　染る次

12121212

月月月月
21232218

日日日日
（　　　　　（　　　　　（　　　　　（
月木水土）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

連千市年
合葉社未
会市協評
常新評議
任基議員
理本員会
事計会；

開‘

催開聞開聞
済催催催催

三三ヨ

語童話星圏匿

醒鞄－

福
祉
会
関
連
の
行
事
実
績
と
予
定

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
皆

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

す
が
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
感
染
防
止
対
策
を

＼
　
ヽ
　
　
一
」
．
●
　
《
へ
．
「
〇
〇
〇
ヽ
　
＿
．
　
ヽ
－
　
ヽ
ノ
　
一
．
′
ヽ
一
、
　
　
／
　
）
　
　
〉
　
′
｝
▲
畢
q
　
ヽ
一
、
　
ン
　
i
一
－
－

行
い
、
皆
で
顔
を
合
わ
せ
楽
し
め
る
機
会
を
作

き
ま
し
ょ
う
。

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

活
へ
一
刻
も
早
く
戻
る
よ

ル
ス
の
猛
威
に
よ
り
生
活
環
境
が
変
わ
り
、

し
た
、
現
在
の
生
活

）
　
●
．
－
・
g
・
♪
　
ヽ
　
－
．
ヽ
－
　
o
　
　
　
　
／

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
書
面
会
議
、

中
止
等

れ
る
機
会
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
、
繰
り

0
1
1
月

日
月
1
3
日
（
土
）

0
1
2
月

1
2
月
4
日
（
土
）

1
2
月
1
7
日
（
金
）

福
祉
会
月
例
理
事
会
…
…
…
…
…
開
催

第
2
3
回
千
葉
市
障
害
者
福
祉
大
会

…

…

…

…

…

…

…

開

催

市
社
協
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会

画
審
議
会
…

会

…

…

…

…

0
1
月

1
月
1
5
日
（
土
）

1
月
2
3
日
（
日
）

0
2
月

2
月
1
2
日
（
土
）

福
祉
会
月
例
理
事
会
…
…
‥
開
催
予
定

第
7
1
回
新
年
福
祉
大
会
…
…
…
中
止

福
祉
会
月
例
理
事
会
…
…
…
開
催
予
定

こ
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
切
る
為
に
は
、
こ
の
記
事
を
書

い
て
い
る
私
も
含
め
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動
に
掛
か
っ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
希
望
の
光
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
1
日
も
早

い
、
こ
れ
ま
で
の
明
る
い
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
頑
張
り

ま
し
ょ
う
ー
・
！

（
広
報
委
員
会
）

第
－
〒
－
”
一
回
　
『
障
害
者
福
祉
大
会
』
開
催

第
2
3
回
「
千
葉
市
障
害
者
福
祉
大
会
」
は
令
和

3
年
1
2
月
4
日
（
土
）
1
0
時
か
ら
「
千
葉
市
ハ
ー

モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
」
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
座
席
間
に
隙

間
を
設
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
高
山
功
一
実
行
委
員
長

の
開
会
宣
言
、
神
谷
俊
一
千
葉
市
長
の
主
催
者

挨
拶
、
川
村
博
章
千
葉
市
議
会
議
長
の
ご
来
賓

挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
ご
紹
介
。
又
、
各
障
害

団
体
の
活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
令
和
3
年
度
の
市
政
功
労
者
受
賞
者
と

し
て
井
上
聡
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
者
表
彰
で
は

神
谷
市
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
表
彰
者
の
皆

様
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
作
文
の
発
表
で

は
涙
が
出
る
ほ
ど
暖
か
な
内
容
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

体
験
・
実
践
発
表
で
は
、
自
閉
症
協
会
、
伊

藤
忠
彦
さ
ん
に
よ
る
「
き
ょ
う
だ
い
支
援
の
現

状
」
と
題
し
て
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
講
演
会
で
は
、
歌
手
、
俳
優

で
は
名
の
知
れ
た
、
更
に
は
慈
善
家
と
し
て
の

活
動
も
さ
れ
て
い
る
杉
良
太
郎
さ
ん
に
よ
る

『
福
祉
・
想
い
の
ま
ま
に
』
と
題
し
て

幼
少
期
か
ら
こ
れ
ま
で
の
育
っ
た
環
境
、
そ
し

て
そ
の
環
境
を
通
じ
て
自
分
が
起
こ
し
て
き
た
、

自
分
で
は
『
あ
た
り
ま
え
』
と
言
え
る
福
祉
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
等
を
愉
快
に
、
そ
れ
で
い
て
深
く
心

に
刻
ま
れ
る
よ
う
な
講
演
に
、
皆
様
じ
っ
と
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

大
石
千
恵
視
覚
障
害
者
協
会
理
事
長
の
閉
会

宣
言
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
日
の
千
葉
市
障
害
者
団
体
の
紹
介

の
紹
介
掲
示
に
て
、
各
団
体
と
も
活
発
な
活
動

を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
準
備
の
関
係
各
位
・
当
会
役
員
の

皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
広
報
委
員
会
）

千
葉
市
身
体
障
害
善
福
祉
会
『
年
末
評
議
薯
夏
至
開
催

令
和
3
年
度
の
年
末
評
議
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
懇
親
会
を
中
止
し
、
午
前
中
ま

で
の
縮
小
開
催
と
し
、
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

砂
原
理
事
の
司
会
進
行
の
下
、
小
嶋
副
会
長
の
開
会

宣
言
で
評
議
委
員
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
高
山
会
長
よ
り
参
加
役
員
の
皆
様
に
1
年
間

の
労
苦
に
対
し
て
労
い
の
言
葉
と
、
元
気
に
顔
合
わ
せ

出
来
た
こ
と
の
喜
び
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
議
長
に
飛
嶋
理
事
を
指
名
、
挨
拶
の
後
、
評
議

員
総
数
3
7
名
中
、
出
席
者
2
2
名
、
委
任
状
1
5
名
で
評
議

員
会
の
成
立
を
報
告
。

そ
の
後
、
新
監
事
の
佐
久
間
恒
夫
様
、
田
丸
桂
子
様

の
紹
介
、
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
役
員
の
就
任
、
退
任
に
つ
い
て
飛
嶋
議
長
よ
り

変
更
無
し
を
報
告
。
続
い
て
高
山
会
長
よ
り
令
和
3
年

度
の
事
業
報
告
、
小
倉
財
務
よ
り
会
計
報
告
が
あ
り
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
報
告
で
広
報
誌
『
千
葉
身
障
』
の
発
行

回
数
の
報
告
、
令
和
3
年
7
月
よ
り
『
車
い
す
マ
ー
ク

の
あ
る
駐
車
場
の
利
用
証
』
の
案
内
。
表
彰
者
受
賞
報

告
に
林
四
郎
理
事
が
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

受
賞
、
砂
原
時
男
理
事
が
厚
生
労
働
大
臣
厚
生
援
護
功

労
賞
受
賞
さ
れ
、
表
彰
状
の
授
与
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
高
山
会
長
よ
り
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
規
制
の
解
除
が
難
し
く
令
和
4
年

1
月
2
3
日
開
催
予
定
の
福
祉
大
会
の
中
止
を
報
告
、
そ

の
他
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
も
動
向
が
不
透
明
で
あ
る

こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
当
会
の
今
後
の
存
続
の
危
機

感
、
若
年
層
入
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
募
集
等
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

最
後
に
小
倉
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で
年
末
評
議
委
員

会
は
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。
　
（
広
報
委
員
会
）
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